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一
、
問
題
の
所
在

　

中
国
で
は
、
市
場
経
済
の
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
、
さ
ら
に
そ
の
改
善
を
図
る
た
め
に
、
法
に
基
づ
い
て
国
を
管
理
す
る
政
策
へ
と
転
換
し
、

会
社
法
と
証
券
法
を
連
動
し
て
大
改
正
の
作
業
も
完
了
し
た
。
近
年
、
大
規
模
な
投
資
と
起
業
活
動
が
非
常
に
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
数
多

く
の
企
業
集
団
が
現
出
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
支
配
株
主
の
誠
実
、
信
用
を
如
何
に
確
保
し
、
子
会
社
、
債
権
者
及
び
中
小
株
主
の
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中
国
に
お
け
る
企
業
集
団
の
誠
信
義
務

合
法
的
利
益
を
い
か
に
保
護
す
る
か
と
い
う
問
題
が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
に
お
い
て
は
、
大
多
数
の
支
配
株
主
が
誠
実
・
信
用
の
原
則
を
守
っ
て
い
る
が
、
支
配
株
主
が
上
場
子
会
社
の
資
産
を
不
法
に
流
用

し
た
り
、
そ
の
子
会
社
が
親
会
社
及
び
他
の
関
連
会
社
の
た
め
に
担
保
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
九
日
に
国
務
院
は
、
証
券
監
督
管
理
委
員
会
の
﹁
上
場
会
社
の
質
の
向
上
に
関
す
る
意
見
﹂
を
承
認
し
、
通

達
を
出
し
て
、
支
配
株
主
及
び
実
際
の
支
配
者
が
二
〇
〇
六
年
末
ま
で
に
、
流
用
し
て
い
る
上
場
会
社
の
資
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
明
確
化
し
た
。
そ
の
後
、
証
券
監
督
管
理
委
員
会
は
、
関
連
機
関
と
共
同
し
て
、﹁
流
用
し
て
い
る
資
金
を
返
還
し
、
担
保
を
解
除
す
る
﹂

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
六
年
一
二
月
三
一
日
現
在
、
三
八
〇
社
の
上
場
会
社
が
、
流
用
資
金
の
返
還

を
完
了
し
、
そ
の
総
額
は
三
三
六
億
元
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
一
九
社
の
上
場
会
社
が
、
取
締
役
会
あ
る
い
は
株
主
総
会
に
お
い
て

株
に
よ
り
債
務
を
弁
償
す
る
議
案
の
審
議
を
完
了
し
、
近
く
流
用
し
た
資
金
を
返
還
す
る
と
承
諾
し
、
そ
れ
ら
の
金
額
の
合
計
は
五
四
億
元

に
及
ん
で
い
る
。
現
在
、
返
還
済
み
と
返
還
中
の
会
社
は
あ
わ
せ
て
三
九
九
社
で
あ
り
、
流
用
総
額
は
三
九
〇
億
元
に
達
し
、
二
〇
〇
五
年

と
比
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
九
三
％
と
八
四
％
に
下
が
っ
た
。
一
方
、
二
〇
〇
六
年
末
に
は
、
不
法
に
資
金
を
流
用
し
、
ま
た
返
還
し
て
い
な

い
上
場
会
社
が
一
七
社
で
あ
り
、
流
用
資
金
額
は
な
ん
と
九
二
億
元
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
、
三
九
医
薬
集
団
に
よ
り
そ
の
子
会
社
の

資
金
を
流
用
す
る
額
が
三
七
億
元
に
達
し
、
返
還
す
べ
き
総
額
の
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
七
社
に
対
し
、
証
券
監
督
管
理
委

員
会
は
、
既
に
検
査
し
て
お
り
、
刑
事
責
任
に
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
関
連
問
題
に
つ
い
て
は
司
法
機
関
に
移
送
す
る
と
い
わ
れ
る 

。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
支
配
株
主
に
よ
り
上
場
会
社
、
中
小
株
主
及
び
債
権
者
の
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
は
、
会
社
の
資
産
を
公
然
と
侵

害
す
る
場
合
に
限
ら
ず
、
そ
の
手
法
、
方
式
は
多
種
多
様
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
行
為
が
上
場
会
社
、
中
小
株
主
及
び
債
権
者
の
合

法
的
な
利
益
を
害
す
る
の
み
な
ら
ず
、
企
業
集
団
の
社
会
一
般
か
ら
の
誠
実
度
や
信
用
度
に
対
し
て
も
重
大
な
損
害
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
企
業
集
団
の
秩
序
の
整
備
及
び
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、
支
配
株
主
と
中
小
株
主
及
び
債
権
者
間
の
利
害
関
係

　
（
二
一
二
四
）
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を
調
整
す
る
た
め
に
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
を
規
制
し
、
強
化
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

二
、
中
国
に
お
け
る
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
の
確
立

　

一
九
九
三
年
会
社
法
に
お
い
て
は
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
に
つ
い
て
明
確
な
定
め
が
な
か
っ
た
。
一
九
九
七
年
一
二
月
二
六
日
に
証
券

監
督
管
理
委
員
会
が
公
布
し
た
﹁
上
場
会
社
定
款
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
に
お
い
て
も
、
第
四
〇
条
は
﹁
会
社
の
支
配
株
主
が
議
決
権
を
行
使

す
る
と
き
に
、
会
社
及
び
他
の
株
主
の
合
法
的
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
規
定
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
り
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
を

確
立
す
る
こ
と
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
上
で
述
べ
た
現
状
に
対
応
す
る
た
め
に
、
証
券
監
督
管
理
委
員
会
は
、
行
政
指
導
を
通
じ
て
、
支
配
株
主
の
支
配
権
を
濫
用
す
る

行
為
に
対
す
る
種
々
の
部
門
規
則
、
通
達
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
の
概
念
を
確
立
し
た
。
中
で
も
、
た
と
え

ば
、証
券
監
督
管
理
委
員
会
と
国
家
経
済
貿
易
委
員
会
が
二
〇
〇
二
年
一
月
九
日
に
、合
同
し
て
公
布
し
た
﹁
上
場
会
社
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
準
則
﹂
一
九
条
で
は
、﹁
支
配
株
主
は
、
上
場
会
社
及
び
そ
の
他
の
株
主
に
対
し
て
誠
信
義
務
を
負
う
。
支
配
株
主
は
そ
の
支

配
し
て
い
る
上
場
会
社
に
対
し
て
、
法
に
基
づ
い
て
出
資
者
の
権
利
を
厳
格
に
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
配
株
主
は
資
産
再
編
な
ど

の
方
法
を
利
用
し
、
上
場
会
社
及
び
他
の
株
主
の
合
法
的
利
益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
特
別
な
地
位
を
利
用
し
て
法
外
の
利
益
を
貪

っ
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
明
確
化
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
証
券
監
督
管
理
委
員
会
が
二
〇
〇
四
年
一
二
月
七
日
に
公
布
し
た
﹁
会
社
及
び
中
小
株
主
の
利
益
保
護
を
強
化
す
る
こ
と
に
関
す

る
若
干
の
規
定
﹂
第
五
条
一
項
で
は
、﹁
上
場
会
社
の
支
配
株
主
及
び
実
際
の
支
配
者
が
、
会
社
及
び
中
小
株
主
に
対
し
誠
信
義
務
を
負
う
。

支
配
株
主
及
び
実
際
の
支
配
者
が
上
場
会
社
の
資
金
を
違
法
に
流
用
し
、
違
法
に
関
連
会
社
の
た
め
に
担
保
を
提
供
し
て
は
な
ら
ず
、
イ
ン

　
（
二
一
二
五
）
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サ
イ
ダ
ー
取
引
、
利
益
の
配
分
、
資
産
の
再
編
、
対
外
投
資
な
ど
を
利
用
し
、
上
場
会
社
及
び
中
小
株
主
の
合
法
的
権
益
を
損
害
し
て
は
な

ら
な
い
。
支
配
株
主
及
び
実
際
の
支
配
者
が
そ
の
支
配
地
位
を
利
用
し
て
、
上
場
会
社
及
び
中
小
株
主
の
利
益
を
害
し
、
そ
れ
に
よ
り
損
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
法
に
よ
っ
て
責
任
を
追
及
す
る
﹂
と
明
確
に
定
め
て
い
る
。

　

二
〇
〇
六
年
に
改
正
さ
れ
た
﹁
上
場
会
社
定
款
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
第
三
九
条
で
は
、﹁
支
配
株
主
及
び
実
際
の
支
配
者
が
会
社
及
び
中

小
株
主
に
対
し
誠
信
義
務
を
負
う
。
支
配
株
主
は
、
法
に
よ
っ
て
出
資
者
の
権
利
を
享
受
し
、
利
益
の
配
分
、
資
産
の
再
編
、
対
外
投
資
、

資
産
の
流
用
、
債
務
の
担
保
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
会
社
及
び
中
小
株
主
の
合
法
的
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
支
配
的
地
位

を
利
用
し
て
会
社
及
び
中
小
株
主
の
利
益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
旨
、
再
び
強
調
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
証
券
監
督
管
理
機
構
及
び
社
会
一
般
に
よ
り
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
に
対
す
る
認
識
は
根
が
深
い
こ
と
に
鑑
み
、
二
〇
〇
五
年

改
正
会
社
法
で
は
、
第
二
〇
条
一
項
に
よ
り
真
正
面
か
ら
、﹁
会
社
の
株
主
が
法
律
、
行
政
法
規
及
び
定
款
を
遵
守
し
、
法
に
基
づ
い
て
株

主
と
し
て
の
権
利
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
会
社
法
人
と
し
て
の
独
立
し
た
地
位
及
び
株
主
の
有
限
責
任
を
濫
用
し
て
、
会
社

債
権
者
の
利
益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
、支
配
株
主
の
会
社
及
び
他
の
株
主
に
対
す
る
責
任
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

同
条
二
項
及
び
三
項
で
は
、
支
配
株
主
の
民
事
責
任
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
刑
法
は
、
支
配
株
主
が
支
配
権
を
濫
用
し
て
、
誠
信
義
務
に
違
反
す
る
場
合
の
刑
事
責
任
も
定
め
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
六

月
二
九
日
に
通
過
し
た
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
﹁
刑
法
改
正
案
㈥
﹂
第
五
条
に
お
い
て
は
、
虚
偽
の
陳
述
罪
が
増
加
さ
れ
、
第
九
条

で
は
上
場
会
社
の
資
産
の
﹁
掏
空
罪
﹂（
欠
損
を
出
し
、
穴
を
空
け
る
）
の
規
定
も
加
え
た
。

　
（
二
一
二
六
）
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三
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
の
法
理
的
分
析

　

理
論
上
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
は
、
支
配
株
主
の
有
す
る
支
配
力
に
由
来
す
る
。
こ
の
種
の
支
配
力
は
、
支
配
株
主
が
会
社
に
お
い
て

巨
額
な
投
資
、
あ
る
い
は
そ
の
有
す
る
株
式
の
議
決
権
を
行
使
す
る
権
限
を
持
つ
た
め
、
か
か
る
支
配
権
は
、
支
配
株
主
自
身
の
私
的
な
利

益
あ
る
い
は
私
権
で
あ
る
と
安
易
に
考
え
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
種
の
支
配
権
行
使
の
効
果
は
、
支
配
株
主
自
身
に
経
済

的
利
益
を
与
え
る
半
面
、
会
社
の
中
小
株
主
及
び
債
権
者
の
直
接
利
益
に
対
し
て
不
利
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
る
。
む
ろ
ん
、
法
は
支
配

株
主
の
私
法
行
為
の
自
由
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
行
為
が
他
人
（
上
場
会
社
、
中
小
株
主
、
会
社
債
権
者
を
含
む
）
の

利
益
を
侵
害
し
た
場
合
、
法
は
、
誠
実
、
信
用
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
こ
の
種
の
支
配
力
に
対
し
必
要
な
規
制
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
規
制
理
論
を
具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
支
配
株
主
の
会
社
及
び
他
の
株
主
に
対
す
る
誠
信
義
務
を
確
立
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
と
な
る
。

　

当
然
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
の
確
立
は
、
誠
実
、
信
用
の
原
則
の
ほ
か
に
、
支
配
株
主
と
会
社
及
び
中
小
株
主
と
の
間
の
事
実
上
存
在

す
る
信
託
関
係
に
帰
結
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
信
託
関
係
に
お
い
て
は
、
支
配
株
主
が
受
託
者
で
あ
り
、
会
社
、
中
小
株
主
及

び
会
社
債
権
者
が
受
益
者
と
な
る
。
受
託
者
は
、
他
人
の
信
頼
を
得
て
、
他
人
の
委
託
を
受
け
、
他
人
の
財
産
を
管
理
ま
た
は
処
分
す
る
に

際
し
、
誠
実
、
信
用
の
原
則
を
守
っ
て
、
受
益
者
の
た
め
に
勤
勉
な
責
任
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

　

内
容
的
に
は
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
は
、
支
配
株
主
が
救
世
主
の
よ
う
に
会
社
及
び
中
小
株
主
の
た
め
に
無
償
で
、
私
心
も
な
く
経
済

的
貢
献
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
支
配
株
主
が
取
締
役
、
監
査
役
及
び
上
級
管
理
者
に
代
わ
っ
て
、
会
社
の
経
営
管

理
と
監
督
活
動
を
行
う
こ
と
も
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
理
論
上
、
法
に
よ
り
別
途
の
規
定
、
あ
る
い
は
契
約
自
由
の
原
則
の
下

で
株
主
自
ら
明
確
な
意
思
表
示
を
な
し
た
場
合
を
除
い
て
、
株
主
は
、
会
社
に
対
し
出
資
義
務
の
履
行
以
外
に
、
取
締
役
、
監
査
役
及
び
上
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級
管
理
者
の
よ
う
な
会
社
に
対
し
て
の
義
務
を
負
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
来
、
支
配
株
主
は
支
配
権
を
行
使
し
な
い
こ

と
も
で
き
る
。
支
配
権
を
行
使
し
て
も
、
放
棄
し
て
も
良
い
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
支
配
権
を
行
使
す
る
以
上
、
支
配
株
主
が
、
そ
の
支
配

権
の
行
使
に
よ
っ
て
会
社
及
び
他
の
中
小
株
主
の
合
法
的
利
益
を
害
し
な
い
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
支
配
株

主
の
誠
信
義
務
は
、
あ
る
種
の
積
極
的
な
作
為
義
務
で
あ
る
と
は
い
え
、
む
し
ろ
、
一
種
の
消
極
的
な
不
作
為
義
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

か
か
る
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
は
、
権
利
（
権
限
）
濫
用
禁
止
の
義
務
と
な
る
と
い
え
よ
う
。
支
配
権
濫
用
の
形
式
は
多
岐
で
あ
り
、
議
決

権
そ
の
他
の
権
利
及
び
支
配
力
の
濫
用
の
ほ
か
、
法
律
上
あ
る
い
は
契
約
上
の
義
務
違
反
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
な

支
配
権
の
濫
用
も
含
ん
で
い
る
。

　

会
社
法
は
、
二
〇
条
に
よ
っ
て
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
を
抽
象
的
に
定
め
る
ほ
か
、
特
定
の
状
況
下
で
の
誠
信
義
務
に
つ
い
て
具
体
的
な

規
定
も
設
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
会
社
法
二
一
条
で
は
、
会
社
の
支
配
株
主
、
実
際
の
支
配
者
が
そ
の
関
連
関
係
を
利
用
し
、
会
社
の
利

益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
か
か
る
﹁
関
連
関
係
﹂
は
、
広
範
囲
な
概
念
で
あ
る
。
会
社
法
二
一
七
条
に
お
い
て
関
連
関
係
は
、﹁
会
社

の
支
配
株
主
、
実
際
の
支
配
者
、
取
締
役
、
監
査
役
ま
た
は
上
級
管
理
者
と
そ
れ
ら
の
者
が
直
接
ま
た
は
間
接
に
支
配
す
る
会
社
と
の
間
の

関
係
、
及
び
会
社
の
利
益
移
転
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
そ
の
他
の
関
係
﹂
で
あ
る
、
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
右
の
関
連
関
係

は
中
性
的
な
概
念
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
法
は
、
公
正
な
関
連
取
引
を
禁
止
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
支
配
株
主
が
関
連
取
引

を
濫
用
す
る
と
、
法
上
の
禁
止
行
為
と
な
る
。
ま
た
、
会
社
法
第
一
六
条
二
項
及
び
三
項
は
、
子
会
社
が
支
配
株
主
の
た
め
に
担
保
を
提
供

す
る
特
別
手
続
き
、
及
び
利
害
関
係
の
あ
る
株
主
の
回
避
制
度
を
定
め
、﹁
会
社
は
、
会
社
の
株
主
ま
た
は
実
際
の
支
配
者
の
た
め
担
保
を

提
供
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
株
主
会
、
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
項
の
株
主
ま
た
は
前
項
所
定
の
実
際
の
支

配
者
の
支
配
を
受
け
る
株
主
は
、
前
項
所
定
の
事
項
の
表
決
に
参
加
し
て
は
な
ら
な
い
。
当
該
表
決
は
、
会
議
に
出
席
し
た
そ
の
他
の
株
主

が
保
有
す
る
議
決
権
の
過
半
数
に
よ
り
こ
れ
を
決
議
す
る
﹂。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
年
七
月
三
一
日
に
公
布
さ
れ
た
﹁
上
場
会
社
の
買
収
に
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関
す
る
管
理
弁
法
﹂
第
七
条
で
は
、
会
社
買
収
の
状
況
に
照
ら
し
、
買
収
さ
れ
る
会
社
の
支
配
株
主
あ
る
い
は
実
際
の
支
配
株
主
が
、
株
主

権
利
を
濫
用
し
て
、
買
収
さ
れ
る
会
社
及
び
他
の
株
主
の
合
法
的
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
を
禁
止
す
る
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

四
、
支
配
株
主
の
会
社
債
権
者
に
対
す
る
義
務
：
会
社
の
ベ
ー
ル
の
剥
奪
制
度

　

会
社
法
第
二
〇
条
一
項
及
び
三
項
で
は
、
支
配
株
主
が
そ
の
支
配
権
を
濫
用
す
る
場
合
、
会
社
債
権
者
に
対
す
る
連
帯
責
任
（
会
社
の
ベ

ー
ル
を
は
が
す
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
会
社
の
株
主
は
、
法
律
、
行
政
法
規
及
び
会
社
の
定
款
を

遵
守
し
、
法
に
基
づ
い
て
株
主
と
し
て
の
権
利
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
人
と
し
て
の
独
立
し
た
地
位
と
有
限
責
任
を
濫
用
し
て
会

社
ま
た
は
他
の
株
主
の
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
株
主
は
法
人
と
し
て
の
独
立
し
た
地
位
及
び
有
限
責
任
を
濫
用
し
て
債
務
を
回
避

し
、
会
社
債
権
者
の
利
益
を
著
し
く
害
し
た
場
合
に
は
、
会
社
の
債
務
に
つ
い
て
連
帯
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂。

　

原
告
債
権
者
の
挙
証
責
任
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
第
二
〇
条
三
項
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
会
社
の
債
権
者
が
自
己
の
権
利
を
守
り
、
株
主
の

連
帯
責
任
を
追
及
す
る
た
め
に
は
、
次
に
掲
げ
る
内
容
の
挙
証
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

⑴　

株
主
が
独
立
し
た
会
社
法
人
の
地
位
及
び
株
主
の
有
限
責
任
を
濫
用
す
る
行
為
を
既
に
実
施
し
、
か
つ
債
務
回
避
の
行
為
を
行
っ
た

こ
と
。﹁
独
立
し
た
会
社
法
人
の
地
位
﹂
と
﹁
株
主
の
有
限
責
任
﹂
と
は
、
一
つ
の
問
題
の
二
つ
の
側
面
で
あ
り
、
法
は
、
被
告
株
主
が
会

社
法
人
の
独
立
し
た
地
位
を
濫
用
し
、
そ
の
上
で
株
主
の
有
限
責
任
を
濫
用
し
た
と
の
要
件
を
同
時
に
満
た
し
た
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な

い
。
実
際
上
、
会
社
法
人
の
独
立
し
た
地
位
を
濫
用
し
た
行
為
は
、
同
時
に
株
主
の
有
限
責
任
を
濫
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
株
主

の
有
限
責
任
を
濫
用
す
る
行
為
は
、
会
社
法
人
の
独
立
し
た
地
位
を
濫
用
し
た
行
為
に
相
当
す
る
。

　

⑵　

債
権
者
の
利
益
に
重
大
な
損
害
を
与
え
た
こ
と
。
支
配
株
主
の
会
社
債
権
者
に
対
す
る
義
務
の
法
定
は
、
債
権
者
保
護
の
最
後
の
手
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段
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
﹁
重
大
な
損
害
﹂
と
は
、
軽
微
で
一
般
的
な
損
害
で
は
な
く
、
会
社
が
会
社
債
務
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
を
直
ち
に

全
額
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
意
味
す
る
。
債
務
会
社
が
一
時
的
に
債
務
の
返
済
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
債
権
者
の
利
益
に
重
大
な

損
害
を
与
え
る
と
簡
単
に
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
債
権
者
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
債
務
会
社
が
債
務
の
返
済
を

拒
絶
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
懈
怠
す
る
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
債
務
会
社
が
会
社
法
人
の
独
立
し
た
地
位
と
資
格
と
を
濫
用
し
た
こ
と
に
起

因
す
る
。

　

⑶　

株
主
の
権
限
濫
用
行
為
と
債
権
者
の
損
害
事
実
と
の
間
に
、
合
理
的
な
因
果
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
。
こ
う
し
た
三
つ
の
挙
証
責
任

は
、
同
時
に
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
は
よ
り
重
い
挙
証
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
一
方
、
会
社
法
第
六
四
条
に
お

い
て
は
、
一
人
会
社
に
対
し
、
法
人
格
の
濫
用
が
推
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
挙
証
責
任
を
転
換
し
て
い
る
。
次
に
、
六
四
条
と
二
〇
条
三

項
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
立
法
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
二
〇
条
三
項
の
定
め
は
、
第
一
章
の
﹁
総
則
﹂
に

位
置
し
て
い
る
が
、
六
四
条
の
定
め
は
分
則
中
の
第
二
章
﹁
有
限
責
任
会
社
﹂
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
は
、
基
本
的
、
一

般
的
な
規
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
特
別
な
規
定
で
あ
る
。
特
別
法
は
一
般
法
よ
り
優
先
す
る
と
い
う
原
則
に
照
ら
し
、
六
四
条
に

定
め
る
挙
証
責
任
転
換
に
か
か
わ
る
規
定
が
当
然
に
優
先
す
る
。

　

理
論
上
、
会
社
法
人
格
否
認
の
法
理
が
各
種
の
会
社
に
適
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
場
会
社
で
あ
れ
、
非
公
開
会
社
で
あ
れ
、
複
数
の

種
類
株
主
が
い
る
会
社
で
あ
れ
、
一
人
会
社
で
あ
れ
、
全
て
の
会
社
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
会
社
法
に
よ
っ
て
最
低
資
本
金
を
引
き
下
げ

た
後
は
、
各
種
の
会
社
及
び
支
配
株
主
が
様
々
で
あ
り
、
有
限
会
社
の
社
員
が
会
社
の
法
人
格
を
濫
用
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
た
め
、
裁

判
所
が
会
社
の
法
人
格
を
否
認
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
会
社
法
六
四
条
は
、
一
人
会
社
の
株
主
に
対
し
法
人
格

濫
用
を
推
定
す
る
た
め
、
一
人
会
社
の
債
権
者
の
挙
証
責
任
の
負
担
が
大
幅
に
減
軽
さ
れ
る
。
か
か
る
方
法
を
通
じ
て
、
一
方
で
は
有
限
責

任
会
社
と
り
わ
け
一
人
会
社
の
ベ
ー
ル
を
は
が
す
こ
と
が
で
き
、
他
方
で
は
株
式
会
社
に
お
い
て
も
同
様
に
可
能
で
あ
る
。
株
主
が
法
人
と
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し
て
の
独
立
し
た
地
位
を
濫
用
し
て
債
務
を
回
避
す
る
場
合
に
は
、
会
社
債
権
者
が
自
己
利
益
の
保
護
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
こ
ろ
で
、
上
場
会
社
の
ベ
ー
ル
を
如
何
に
は
が
す
か
が
鍵
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
今
日
に
至
っ
て
も
、
上
場
会
社
の
ベ

ー
ル
を
は
が
し
た
ケ
ー
ス
は
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
株
主
構
造
が
高
度
に
分
散
さ
れ
て
お
り
、
一

人
の
株
主
が
単
独
で
高
比
率
の
株
式
を
持
つ
よ
う
な
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
株
主
が
会
社
の
法
人
資
格
を
濫
用
し
難
い
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
で
は
、
多
く
の
上
場
会
社
に
お
い
て
支
配
株
主
に
よ
る
高
度
集
中
の
株
式
構
造
が
存
在
し
、

支
配
株
主
が
自
律
的
に
行
動
す
る
慣
習
が
な
く
、
支
配
株
主
が
上
場
会
社
の
法
人
資
格
を
濫
用
し
て
債
権
者
を
詐
欺
し
、
債
権
者
を
宙
に
浮

か
せ
る
現
象
が
多
く
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
縦
横
今
日
の
下
で
は
、
悪
意
の
あ
る
株
主
が
上
場
会
社
の
法
人
格
を
濫
用
し
て
そ
の
有

す
る
独
立
性
を
失
わ
せ
、
条
件
が
整
う
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
大
胆
か
つ
慎
重
に
会
社
の
ベ
ー
ル
を
は
が
す
べ
き
で
あ
る
。

五
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
に
対
す
る
予
防
措
置
の
強
化
：
抜
本
的
な
解
決
策

　

支
配
株
主
の
誠
信
義
務
を
強
化
さ
せ
る
た
め
に
、
事
後
に
よ
る
責
任
追
及
の
措
置
を
整
備
す
る
ほ
か
、
問
題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め

の
措
置
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
支
配
株
主
の
集
団
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
（
子
会
社
及
び
集
団
会
社
自
身
を
含
む
）
の
さ
ら
な
る
整
備
を
進
め
る

た
め
に
、
親
子
会
社
間
の
資
産
、
人
員
、
機
構
、
財
務
、
及
び
業
務
の
五
つ
の
面
で
の
徹
底
的
な
分
離
を
図
り
、
上
場
会
社
の
法
的
人
格
と

経
済
的
独
立
性
の
両
方
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
中
国
に
お
い
て
は
、
多
く
の
上
場
会
社
の
支
配
株
主
自
身
（
親
会
社
）
が
、
会
社

法
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
一
九
八
八
年
の
﹁
全
民
所
有
制
工
業
企
業
法
﹂
の
下
で
の
全
民
所
有
制
企
業
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
そ
の
資
産
所
有
権
の
構
造
と
企
業
統
治
制
度
は
、
会
社
法
に
定
め
る
会
社
と
は
異
な
り
、
さ
ら
に
上
場
会
社
と
は
一
層
異
な
っ
て

　
（
二
一
三
一
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い
る
。
親
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
そ
の
子
会
社
で
あ
る
上
場
会
社
の
統
治
制
度
の
完
備
に
と
っ
て
は
重
要
な
相
乗
効
果

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
支
配
株
主
に
対
し
会
社
法
制
の
教
育
を
強
化
し
、
支
配
株
主
の
慎
重
、
自
律
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
支
配
株
主
が
資
本
多
数
決
を
濫
用
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
上
場
会
社
及
び
中
小
株
主
の
合
法
的
経
済
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、

会
社
法
一
二
二
条
に
定
め
る
株
主
総
会
の
特
別
決
議
事
項
に
関
す
る
規
定
を
確
実
に
履
行
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
場
会
社
が
一
年

内
に
お
い
て
重
大
な
資
産
を
購
入
し
、
も
し
く
は
売
却
し
、
ま
た
は
担
保
金
額
が
会
社
の
資
産
総
額
の
三
〇
％
を
超
え
る
場
合
に
は
、
株
主

総
会
が
決
議
し
、
か
つ
総
会
に
出
席
し
た
株
主
が
有
す
る
議
決
権
の
三
分
の
二
以
上
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
は
、

株
主
総
会
に
よ
る
決
議
は
次
の
三
つ
の
事
項
を
含
む
。
つ
ま
り
、
⑴
上
場
会
社
が
一
年
間
に
重
大
な
資
産
を
購
入
し
、
そ
の
金
額
が
会
社
資

産
総
額
の
三
〇
％
を
超
え
る
事
項
、
⑵
上
場
会
社
が
一
年
間
に
重
大
な
資
産
を
売
却
し
、
そ
の
金
額
が
会
社
資
産
総
額
の
三
〇
％
を
超
え
る

事
項
、
⑶
上
場
会
社
が
一
年
間
に
親
会
社
及
び
他
の
関
連
会
社
な
ど
の
た
め
に
担
保
を
提
供
し
た
金
額
が
会
社
資
産
総
額
の
三
〇
％
を
超
え

る
事
項
、
な
ど
で
あ
る
。
上
述
し
た
三
つ
の
事
項
は
、
株
主
の
自
己
利
益
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
取
締
役
会
が
決
定
権
を
持
つ
こ
と
は

で
き
ず
、
ま
た
は
株
主
総
会
の
普
通
決
議
に
よ
る
決
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
措
置
に
よ
っ
て
、
支
配
株
主
に
よ
る

会
社
を
支
配
す
る
行
為
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、﹁
重
大
な
資
産
﹂
あ
る
い
は
﹁
担
保
総
額
﹂
は
、
単
一
合
同
に
お
け
る
金
額

に
拘
ら
ず
、
幾
つ
か
の
合
同
で
そ
の
合
計
の
金
額
が
前
述
し
た
総
額
を
超
え
る
複
数
の
情
況
を
も
意
味
す
る
。
単
一
合
同
に
お
け
る
金
額
が

資
産
総
額
の
三
〇
％
を
超
え
る
場
合
、
株
主
総
会
の
決
議
を
経
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
た
と
え
単
一
合
同
に
お
け
る
金
額
が
会
社
総
資
産

の
三
〇
％
を
超
え
な
く
て
も
、
複
数
の
合
同
で
、
そ
の
合
計
の
金
額
が
会
社
総
資
産
の
三
〇
％
を
超
え
る
場
合
は
、
株
主
総
会
の
決
議
で
決

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

中
国
に
お
け
る
上
場
会
社
の
支
配
株
主
が
そ
の
支
配
権
を
濫
用
す
る
の
は
、
法
の
規
定
を
無
視
し
て
い
る
ほ
か
に
、
歴
史
的
に
複
雑
な
原

因
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
場
会
社
が
上
場
す
る
前
に
、
親
会
社
は
、
集
団
内
の
優
良
な
資
産
、
人
力
及
び
資
源
を
上
場
会
社
に
投
入
す
る

　
（
二
一
三
二
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が
、
他
方
で
は
、
競
争
力
の
な
い
劣
悪
な
資
産
と
人
力
を
親
会
社
あ
る
い
は
姉
妹
会
社
に
お
い
て
留
保
す
る
傾
向
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
上

場
以
前
に
は
、
上
場
会
社
は
、
親
会
社
あ
る
い
は
そ
の
姉
妹
会
社
と
は
運
命
共
同
体
で
あ
り
、
良
好
な
収
益
力
と
高
い
競
争
力
を
有
す
る
。

親
会
社
あ
る
い
は
姉
妹
会
社
が
、
関
連
取
引
な
ど
の
手
段
を
介
し
て
、
当
該
会
社
の
資
産
を
不
法
に
取
り
込
も
う
と
す
る
企
図
が
あ
る
。
上

場
す
る
前
に
、
親
子
会
社
間
に
お
け
る
資
源
配
分
の
不
公
平
が
あ
る
故
に
、
上
場
し
た
以
後
に
も
親
子
会
社
間
の
内
部
取
引
が
蔓
延
す
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
徹
底
的
に
防
ぐ
た
め
に
、
国
の
政
策
が
原
則
と
し
て
、
親
子
会
社
、
姉
妹
会
社
を
一
体
と
し
て
上
場
す
る
こ
と
を
奨
励
し

て
、
そ
れ
に
よ
り
関
連
取
引
の
可
能
性
が
あ
る
あ
ら
ゆ
る
資
産
と
業
務
を
開
示
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
現
在
、
中
国
に
お
い
て
、
関
連

取
引
に
関
す
る
規
制
が
ま
す
ま
す
厳
格
化
し
て
い
る
が
、
上
場
会
社
及
び
そ
の
親
会
社
自
ら
が
全
体
的
な
上
場
計
画
を
打
ち
出
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
計
画
は
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。

六
、
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
違
反
に
対
す
る
救
済
措
置
：
株
主
代
表
訴
訟
と
会
社
決
議
瑕
疵
の
救
済
措
置

㈠　

株
主
代
表
訴
訟

　

中
小
株
主
の
合
法
的
利
益
を
保
護
し
、
会
社
経
営
者
、
支
配
株
主
及
び
第
三
者
に
よ
り
会
社
利
益
の
侵
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
会
社
法
は
、

先
進
国
の
立
法
上
の
経
験
、
判
例
及
び
学
説
を
参
考
に
し
、
民
事
訴
訟
法
一
〇
八
条
一
項
の
規
定
を
超
え
、
株
主
代
表
訴
訟
制
度
を
導
入
し

た
。
会
社
法
一
五
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
取
締
役
、
監
査
役
、
経
理
、
支
配
株
主
及
び
他
の
第
三
者
が
会
社
の
利
益
を
侵
害
し
、
会
社
の
取

締
役
、
監
査
役
が
株
主
に
よ
る
訴
え
の
申
立
て
を
拒
絶
す
る
か
ま
た
は
怠
る
場
合
に
は
、
有
限
会
社
の
社
員
、
ま
た
は
株
式
会
社
の
場
合
に

は
、
継
続
し
て
一
八
〇
日
間
以
上
、
単
独
も
し
く
は
併
せ
て
会
社
の
一
％
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
は
、
会
社
利
益
の
た
め
に
自
己
の
名

義
で
裁
判
所
に
対
し
て
直
接
に
訴
訟
を
提
起
す
る
権
利
を
有
す
る
。
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株
主
代
表
訴
訟
制
度
は
、
中
小
株
主
及
び
会
社
の
利
益
を
守
る
た
め
に
、
非
常
に
意
義
が
大
き
い
。
中
国
に
お
い
て
は
、
少
数
株
主
の
数

が
多
く
、
自
己
の
権
利
を
保
護
す
る
立
場
、
意
思
及
び
態
度
が
強
く
て
、
妥
協
、
動
揺
し
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
株
主
代
表
訴
訟
制
度
の

導
入
に
よ
っ
て
、
中
小
株
主
が
会
社
の
経
営
者
及
び
支
配
株
主
を
監
視
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
多
く
の
支
配
株
主
、
実

際
の
支
配
者
及
び
会
社
の
経
営
者
が
、
よ
り
誠
実
に
信
用
を
守
り
、
会
社
の
た
め
に
勤
勉
に
力
を
尽
く
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
支
配
株
主
が
、

長
期
に
わ
た
っ
て
、
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
ほ
し
い
ま
ま
に
子
会
社
の
資
産
を
奪
取
す
る
と
い
う
現
状
を
是
正
す
る
こ
と
は
、
中
国
に
お
け
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
、
な
い
し
投
資
者
の
利
益
保
護
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
。

㈡　

会
社
決
議
瑕
疵
の
救
済
の
訴　

　

一
九
九
三
年
会
社
法
に
は
、
実
際
に
、
株
主
総
会
決
議
と
取
締
役
会
決
議
の
瑕
疵
に
つ
い
て
原
則
的
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
抽
象
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
具
体
的
な
中
身
が
な
か
っ
た
。
同
法
一
一
一
条
は
、﹁
株
主
総
会
、
取
締
役
会
が
法
律
、
行
政
法
規
に

違
反
し
、
株
主
の
合
法
的
な
利
益
を
侵
害
す
る
場
合
、
株
主
は
、
裁
判
所
に
当
該
行
為
の
停
止
の
訴
え
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
定
め

て
い
た
。
中
小
株
主
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
に
基
づ
い
て
、
訴
権
の
行
使
を
通
じ
て
、
資
本
多
数
決
の
濫
用
を
是
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

当
規
定
は
、
株
主
総
会
と
取
締
役
会
決
議
の
瑕
疵
と
の
差
異
に
つ
い
て
区
別
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
異
な
る
瑕
疵
に
対
応
す
る
異
な
る
救
済

の
方
法
に
つ
い
て
も
明
確
に
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
会
社
定
款
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
株
主
総
会
、
及
び
取
締
役
会
の
決
議

に
対
し
て
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
五
年
の
会
社
法
改
正

以
前
に
は
、
裁
判
所
は
、
法
律
上
株
主
総
会
及
び
取
締
役
会
の
決
議
に
瑕
疵
が
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
は
株
主
に
よ
り
提
起
さ
れ
た

民
事
訴
訟
の
受
理
、
及
び
審
理
の
方
法
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
る
場
合
に
は
受
理
し
な
い
が
、
他
の
場
合
に
は
訴
え
を
却
下
し
、

さ
ら
に
、
別
の
場
合
に
は
法
に
よ
っ
て
問
題
の
あ
る
決
議
は
無
効
と
し
、
決
議
を
撤
回
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。

　
（
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こ
れ
に
対
し
て
、
現
行
会
社
法
第
二
二
条
は
、
株
主
総
会
と
取
締
役
会
決
議
の
瑕
疵
を
厳
格
に
区
分
し
た
う
え
で
、
異
な
る
瑕
疵
に
対
し

て
は
異
な
る
救
済
方
法
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
総
会
決
議
の
内
容
が
、
法
律
及
び
行
政
法
規
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
無
効

で
あ
る
。
株
主
総
会
の
招
集
手
続
き
、
及
び
表
決
方
法
が
法
律
、
行
政
法
規
、
定
款
に
違
反
し
、
ま
た
は
決
議
の
内
容
が
会
社
定
款
に
違
反

す
る
場
合
に
は
、
株
主
は
、
決
議
が
さ
れ
た
日
か
ら
六
〇
日
以
内
に
裁
判
所
に
対
し
取
り
消
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

支
配
株
主
が
資
本
多
数
決
を
濫
用
し
た
株
主
総
会
の
決
議
、
ま
た
は
支
配
株
主
が
取
締
役
を
操
縦
し
支
配
し
た
取
締
役
会
の
決
議
の
効
力
が

な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
制
度
設
計
に
よ
っ
て
、
支
配
株
主
及
び
他
の
者
が
議
決
権
を
行
使
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
会
社
及
び
中
小

株
主
の
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
を
な
す
前
に
、
慎
重
に
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
株
主
総
会
ま
た
は
取
締
役

会
の
瑕
疵
の
あ
る
決
議
に
対
し
無
効
確
認
の
訴
及
び
取
り
消
し
の
訴
を
裁
判
所
が
受
理
す
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
正
確

な
判
決
を
下
す
た
め
の
明
確
な
基
準
を
与
え
て
い
る
。

　

注
意
す
べ
き
点
は
、
会
社
法
二
二
条
の
定
め
は
、
法
的
瑕
疵
の
あ
る
株
主
総
会
及
び
取
締
役
会
の
決
議
が
、
裁
判
所
に
よ
り
無
効
の
確
認

を
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
取
り
消
し
の
判
決
を
受
け
る
と
い
う
法
的
な
効
果
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
一
方
、
合
法
な
会
社
決
議
の
た
め
に
は
、

﹁
内
容
の
合
法
、
手
続
き
の
遵
守
﹂
と
い
う
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
明
確
化
し
て
い
る
。
こ
こ
で
合
法
的
内
容
と
は
、

株
主
総
会
決
議
の
実
質
的
内
容
が
、
法
律
、
行
政
法
規
に
定
め
る
強
制
的
規
定
、
及
び
誠
実
、
信
用
、
公
序
良
俗
の
原
則
を
遵
守
し
、
支
配

株
主
が
議
決
権
を
濫
用
し
て
会
社
及
び
他
の
株
主
の
利
益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
よ
り
重
要
な
の
は
、
手
続
き
の
遵

守
で
あ
る
。
か
か
る
手
続
き
の
遵
守
は
、
株
主
総
会
の
招
集
手
続
き
や
表
決
方
法
が
法
律
、
行
政
法
規
に
定
め
る
手
続
き
を
守
る
だ
け
で
は

な
く
、
定
款
の
手
続
き
も
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
続
き
の
遵
守
は
、
会
社
決
議
の
合
法
性
に
か

か
わ
る
生
命
線
で
あ
る
。

　
（
二
一
三
五
）
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七
、
株
式
の
譲
渡
性
（
股
権
分
置
改
革
）
の
問
題

　

支
配
株
主
と
中
小
株
主
の
関
係
を
如
何
に
調
整
す
る
の
か
は
、
中
国
の
会
社
法
が
直
面
す
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
実
際
上
、
諸

外
国
に
お
い
て
も
支
配
株
主
と
少
数
株
主
と
の
間
の
利
益
衝
突
が
あ
る
程
度
存
在
し
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
特
徴
は
、
上
場
会
社
の
支
配

株
主
と
中
小
株
主
の
利
害
衝
突
が
特
殊
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
国
で
は
、
支
配
株
主
は
国
有
株
主
で
あ
っ
て
、
流
動

し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
少
数
株
主
は
し
ば
し
ば
中
小
株
主
で
あ
っ
て
市
場
で
の
流
動
が
激
し
い
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
株
式
市
場
が
長

期
に
わ
た
り
低
迷
状
態
に
陥
っ
た
重
要
な
原
因
の
一
つ
は
、
国
有
株
の
流
通
性
の
問
題
が
い
ま
だ
に
う
ま
く
解
決
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ

る
。
市
場
が
流
通
株
と
非
流
通
株
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
上
場
会
社
の
株
式
が
あ
る
部
分
は
市
場
で
流
通
し
て
い
る
が
、
あ
る
部
分
は
流
通

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
多
く
の
歴
史
的
原
因
に
由
来
す
る
。
社
会
主
義
的
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
及
び
さ
ら
な
る
資
本
市

場
の
改
革
、
開
放
の
中
で
、
大
量
な
非
流
通
株
の
存
在
は
、
証
券
市
場
の
安
定
と
市
場
自
体
の
株
式
価
格
を
調
節
す
る
機
能
の
発
揮
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
会
社
の
内
部
統
治
制
度
が
共
同
的
利
益
の
基
礎
に
欠
け
、
国
有
資
産
に
対
す
る
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の

推
進
に
不
利
に
働
き
か
け
て
い
る
。
こ
れ
が
、
資
本
市
場
の
基
本
的
制
度
の
整
備
に
大
き
な
障
害
と
な
り
、
早
急
に
、
適
切
な
措
置
を
講
ず

る
べ
き
で
あ
る
。

　

中
国
に
お
け
る
証
券
市
場
の
安
定
的
、
持
続
的
な
発
展
の
土
台
を
固
め
る
た
め
に
、﹁
国
務
院
の
資
本
市
場
の
改
革
、
開
放
と
安
定
的
発

展
の
推
進
に
関
す
る
若
干
の
意
見
﹂（
以
下
﹁
若
干
意
見
﹂
と
す
る
）
で
は
、﹁
全
流
通
の
問
題
を
積
極
的
か
つ
適
切
に
解
決
す
る
﹂、﹁
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
際
に
、
市
場
規
律
を
尊
重
し
、
株
式
市
場
の
安
定
と
発
展
と
を
考
慮
し
、
投
資
者
と
く
に
一
般
投
資
者
の
合
法
的
権
益
を

確
実
に
保
護
す
る
﹂
と
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
国
務
院
の
批
准
を
得
て
、
二
〇
〇
五
年
四
月
二
九
日
に
証
券
監
督
管
理
委
員
会
は
、﹁
上
場

会
社
の
株
式
権
分
離
の
改
革
テ
ス
ト
に
関
す
る
問
題
の
通
達
﹂
を
公
布
し
、
全
流
通
改
革
の
テ
ス
ト
に
着
手
し
た
。 　

（
二
一
三
六
）
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証
券
監
督
管
理
委
員
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
株
式
の
全
流
通
の
改
革
は
、
流
通
株
主
と
非
流
通
株
主
の
利
害
関
係
を
制
度
上
根
本

的
に
調
整
す
る
狙
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
非
流
通
株
主
が
法
に
よ
っ
て
そ
の
持
っ
て
い
る
株
式
の
流
通
権
の
取
得
に
有
利
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
流
通
株
主
が
法
に
よ
り
株
式
の
公
平
的
対
価
を
獲
得
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
改
革
は
、
中
国
に
お
け
る
証
券
市

場
の
科
学
的
発
展
意
識
の
樹
立
、
及
び
持
続
的
発
展
の
維
持
、
調
和
の
と
れ
た
市
場
環
境
の
整
備
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
証
券
市

場
は
信
用
の
市
場
で
あ
る
。
中
小
株
主
の
合
法
的
権
益
は
確
実
に
保
護
さ
れ
う
る
こ
と
こ
そ
、
か
れ
ら
が
危
惧
す
る
こ
と
も
な
く
、
安
心
し

て
株
式
市
場
に
投
資
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　

本
来
、
会
社
法
は
、
株
式
譲
渡
の
自
由
（
い
わ
ゆ
る
流
通
権
）
を
認
め
て
い
る
。
株
式
譲
渡
の
自
由
は
、
一
九
九
三
年
会
社
法
一
四
三
条

の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
株
式
の
全
流
通
改
革
の
法
的
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
か
か
る
根
拠
は
、
非
流
通
株
主

と
流
通
株
主
の
間
に
存
在
す
る
合
同
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
、
中
国
に
お
い
て
、
株
式
の
全
流
通
改
革
の
テ
ス
ト
を
基
本
的
に
完
成
し
、
非
流
通
株
主
と
流
通
株
主
間
の
利
益
衝
突
を
基
本
的
に

解
決
し
、
両
者
間
の
共
同
利
益
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
株
式
が
全
流
通
市
場
の
環
境
下
で
、
新
し
い
支
配
株
主
の
モ
ラ
ル
リ

ス
ク
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
支
配
株
主
自
身
の
利
益
と
上
場
会
社
の
株
価
の
間
の
関
係
は
、
さ
ら
に
密
接
に
関
係
す

る
。
そ
の
た
め
、
株
式
市
場
を
操
縦
し
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
を
行
う
動
機
が
い
っ
そ
う
増
加
し
て
い
る
。

八
、
結
語

　

一
般
的
に
、
中
国
会
社
法
は
、
専
門
的
な
企
業
集
団
制
度
が
有
し
て
お
ら
ず
、
近
時
ま
で
最
高
裁
に
よ
る
企
業
集
団
に
関
す
る
司
法
解
釈

も
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
立
法
論
と
解
釈
論
が
支
配
株
主
の
誠
信
義
務
を
強
化
し
、
子
会
社
の
法
人
格
及
び
基
本
的
な
権
利
を

　
（
二
一
三
七
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尊
重
し
、
子
会
社
債
権
者
及
び
中
小
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
う
え
で
、
企
業
集
団
と
利
害
関
係
者
と
の
利
益
を
適
切
に
均
衡
さ
せ
、
調
和

の
取
れ
た
企
業
集
団
の
秩
序
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
面
に
お
い
て
、
中
国
は
、
日
本
と
韓
国
の
先
進
的

で
有
益
な
経
験
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
二
一
三
八
）


